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人のうごき
(平成2年 4月1日現在)

世帯数 5 7 3 戸
男子 87 3 戸

女子 86 5 戸

計 1，738人

発行

河辺村公民館

ft (0893)39-2111 

内線 26・27

佐川印刷臥

吉 田 町 北小路

ft(0895) 52 -0600 

新しい、ピカピカの校舎に新しい友達、新しい先生。

以前 4校あった小学校が、児童数の減少により、 3校になり、

校になり、遂に、平成 2年度から 1校になってしまい、新しい河辺

小学校として生まれかわった。
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合計105名教職員数15名児童数90名

H元 4.1~1 ， 756 (ー18)

S63 ，4 .1~ 1 . 801 ( -63) 

S62.4.1~1.870 (-132) 

S61. 4 . 1~1.899 (ー161)

S60.4.1~1.967 (-229) 

H
'料
そ
の
う
ち
お
金
が
た
ま
っ

均

1
し
H

た
ら

…
、
ま

…
そ
の
う
ち
家
で
も
建
た
ら

開

I
L
時
そ
の
う
ち
子
ど
も
か
ら
手

…
ね

…
が
放
れ
た
ら

出

b
ぬ
そ
の
う
ち
時
間
の
ゆ
と
り

J
4

白

h

£

告

A
1
叫
が
で
き
た
ら
そ
の
う
ち

そ
の
う
ち

ぺ
ん
か
い
し
な
が
ら
日
が
く
れ
る

い
ま
き
た
こ
の
道
か
え
れ
な
い

相
田
み
つ
を
(
詩
)

私
も
、
こ
の
詩
の
よ
う
に
、
そ

の
う
ち
、
そ
の
う
ち
と
甘
え
て
、

人
生
八

O
年
の
半
ば
を
過
ぎ
た
。

よ
く
人
生
は
旅
路
や
航
路
に
た

と
え
ら
れ
る
。
こ
の
旅
路
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
日
が
あ
る
。
照
る
日

が
あ
れ
ば
曇
る
日
も
あ
り
、
雨
の
日

が
あ
れ
ば
嵐
の
日
も
あ
る
。

し
か
し
、
過
ぎ
て
み
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
好
目
だ
っ
た
と
思
う
が
、

や
は
り
嵐
の
日
の
こ
と
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。
そ
れ
は
時
と
い
う
え
た

い
の
知
れ
な
い
力
で
わ
れ
わ
れ
の

感
じ
方
が
変
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
き
た
こ
の
道
帰
れ
な
い
け

ど
、
こ
れ
か
ら
行
く
道
、
悔
い
の

な
い
よ
う
歩
い
て
み
た
い
。

た
っ
た
一
度
の
人
生
だ
か
ら
愛

と
希
望
と
勇
気
に
満
ち
た
人
生
を

歩

い

て

み

た

い

。
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平成 2年 4月25日

般
会
計

特
別
会
計

十
八
億
二
千
百
万
円

三
億
九
千
百
万
円

J丈

村
民
の
皆
様
の
行
政
に
対
す
る

温
か
い
ご
理
解
に
よ
り
、
平
成
元

年
度
の
行
政
も
順
調
に
進
展
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
元
年
度
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
村
で
最
大
の
事
業
で

あ
り
ま
し
た
統
合
小
学
校
校
舎
の

建
築
も
、
無
事
完
成
し
、
誠
に
有

難
く
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
2
年
度
の
当
初
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
十
八
億
二
千
百
万
円

特
別
会
計
三
億
九
千
百
万
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
一

般
会
計
に
お
い
て
、
社
会
情
勢
や

地
方
財
政
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

村
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
最
大
の

効
果
を
、
ま
た
、
健
全
財
政
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
こ
の
厳
し
い
地
方
財
政

を
の
り
き
る
た
め
、
長
期
的
展
望

に
た
っ
た
村
の
活
性
化
を
図
る
予

算
編
成
を
い
た
し
て
お
り
、
次
の

4
点
を
重
要
施
策
と
し
て
お
り
ま

す。

わカ=第 87号

第
1
点

第
2
点

第
3
点

第
4
点

「
農
林
業
の
振
興
」

「
村
民
所
得
の
確
保
」

「
教
育
の
充
実
」

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、

一
、
農
業
構
造
改
善
事
業

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
外

一
億
一
千
二
百
万
円

一
一
、
村
道
改
良
舗
装
事
業

村
道
植
松
中
津
線
外

四
億
六
千
八
百
万
円

三
、
農
林
道
改
良
舗
装
事
業

二
億
一
千
二
百
万
円

四
、
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

二
千
四
百
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
又
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
事
業
も
推
進
い
た
し
ま

す。
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
一
億
四
千
万

円
、
国
民
健
康
保
険
施
設
会
計
九

千
万
円
、
老
人
保
険
会
計
一
億
四

千
万
円
、
水
道
会
計
一
千
二
百
万

円
と
編
成
を
行
い
、
高
齢
化
を
迎

え
た
時
代
、
医
療
費
、
薬
価
の
伸

び
な
ど
を
見
込
ん
で
厳
し
い
予
算

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
平
成
2
年
度
の
当
初
予

一般会計歳入歳出予算

算
の
概
要
で
す
が
、
本
村
の
基
本

構
想
で
あ
り
ま
す
、
「
心
豊
か
で
、
逗

し
い
農
林
業
の
村
」
実
現
の
た
め
、

村
民
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

(単位:千円)

f消防費
その他 i

|商工費

l災害復!日費

l予備費

38，533 (2.1%) 

計

;x! 院成 2年且 平成元年度
比較

当 初予算 当初予算

国民健康
千円 千円 % 

保 険

事業会計
141，584 138，383 2.3 

闘民健康

保 検 93，039 92，570 0.5 

施設会計

老人保健

f;; 計
143，182 134，670 6.3 

簡易水道
12，322 12，006 2.6 

事業会計

計 390，127 377，629 3.3 
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年
金
手
帳
は
大
切
に

し
ま
し
ょ
う

「
年
金
手
帳
」
は
、
厚
生
年
金

や
国
民
年
金
に
加
入
し
た
と
き
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
に
し
る
さ
れ
て
い
る

記
号
番
号
は
生
涯
を
通
じ
て
変
わ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
勤
め
先
が
変
わ
っ

た
と
き
に
は
、
最
初
に
交
付
さ
れ

た
「
年
金
手
帳
」
を
勤
め
先
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
に
、
新
し
い
「
年
金

手
帳
」
を
も
ら
う
と
、
あ
な
た
の

年
金
の
記
号
番
号
が
二
つ
以
上
で

き
て
し
ま
い
、
年
金
を
受
け
る
時

の
ま
ち
が
い
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
持
っ
て

い
る
と
き
ゃ
な
く
し
た
と
き
、
氏

名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。

年
金
を
受
げ
る
ま
で
は
、
一
冊

の
「
年
金
手
帳
」
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
〉
つ
。

な
お
、
年
金
に
つ
い
て
詳
し
い

こ
と
は
、
役
場
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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第
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係

(
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以
上
の
方
々
が
人
事
異
動
・
採

用
に
よ
り
、
河
辺
村
内
で
勤
務
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
役
職
員
紹
介
一

今
年
度
の
各
種
役
職
委
員
を
紹

介
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
関
定
資
産
評
価
審
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委
員
会

(
三
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岡
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ム
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パ
ー
ら
二
十
五
人
が
歩
い
た
。

こ
の
汐
脱
藩
ル

i
ト
ツ
ア
l
y

に
は
、
龍
馬
の
お
い
の
孫
に
あ
た

る
神
戸
市
在
住
の
八
代
学
院
大
講

師
土
居
晴
夫
さ
ん
や
東
京
龍
馬
会

の
千
葉
勝
征
さ
ん
な
ど
龍
馬
フ
ァ

ン
が
参
加
さ
れ
、
今
さ
ら
な
が
ら

坂
本
龍
馬
の
偉
大
さ
に
驚
か
さ
れ

た
。
同
夜
は
ふ
る
さ
と
の
宿
で
地

元
龍
馬
フ
ァ
ン
と
交
流
し
河
辺
村

を
広
く
全
国
に
知
ら
し
め
た
。

幕
末
の
志
士
、
坂
本
龍
馬
が
文

久
二
年
(
一
八
六
二
)
春
、
土
佐

藩
を
脱
藩
し
て
長
州
(
山
口
県
)
、

下
関
へ
渡
っ
た
足
取
り
が
、
榎
ケ

峠
か
ら
横
通
り
、
封
事
ケ
峠
、
日

除
、
水
ケ
峠
を
経
て
泉
ケ
峠
に
至

る
ま
で
約
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
こ

の
河
辺
村
に
あ
る
。

こ
の
道
を
四
月
十
四
日
(
土
)

に
高
知
県
の
龍
馬
フ
ァ
ン
で
つ
く

る
「
龍
馬
研
究
会
」
会
長
、
山
本

大
・
高
知
大
名
誉
教
授
)
の
メ
ン

先頭の方が龍馬のおいの孫にあたる土居晴夫さん

〈榎ケ峠付近〉
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鮮
や
か
な
線
の
中
ひ
と
き
わ
呂
立
つ

村
長
あ
い
さ
つ

J丈わ

新
緑
の
侯
、
村
民
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
建
設
を
い
た
し
て
お

り
ま
し
た
統
合
校
舎
河
辺
小
学
校

が
、
本
日
こ
こ
に
完
成
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
建
設
に
当
り
ま
し

て
は
、
園
、
県
の
ご
高
配
を
は
じ

め
、
村
民
の
皆
様
並
び
に

P
T
A

関
係
者
の
皆
様
方
の
格
別
の
深
い

ご
理
解
と
ど
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
と

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
で
、
新
し
い
河
辺
小
学
校
は
、

近
代
的
か
つ
斬
新
的
な
、
ス
タ
ジ

オ
付
き
の
視
聴
覚
室
な
ど
七
つ
の

特
別
教
室
を
配
置
、
教
室
前
に
は

ワ
l
ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
げ
共
同
授

業
や
集
会
な
ど
に
利
用
し
、
枠
を

外
し
た
の
び
の
び
教
室
、
ま
た
特

カ込第 87号

大野富士男

に
初
め
て
の
ラ
ン
チ
ル

l
ム
を
設

け
、
全
児
叢
が
一
堂
に
会
し
て
給

食
が
楽
し
め
る
等
、
児
童
の
個
性

を
重
視
し
た
教
育
施
設
に
章
一
点
を

置
く
と
と
も
に
今
後
の
学
習
教
科

の
多
様
化
に
も
即
応
し
た
各
種
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
こ
と
は
、
こ

の
上
も
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
こ
の
近
代
的
教
育
施
設

を
十
分
に
活
用
し
て
、
心
身
と
も

に
健
や
か
で
ニ
十
一
世
紀
を
担
っ

て
立
派
に
活
擢
で
き
る
人
間
創
造

の
殿
堂
と
な
り
、
さ
ら
に
新
し
い

校
風
を
築
い
て
い
た
だ
き
、
'
立
派

村長

な
置
史
を
有
す
る
学
校
に
発
展
す

る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
い
た
す
次

第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
教
育
環
境
の
整
備
に

は
、
な
お
一
層
の
努
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し

て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

⑩
品
V
⑩
必
マ
ヘ

we命
ぷ
ウ
⑨
め
v
ぬ
ぷ
V
⑤
め
》
③
ぷ
〉
命
以
〉
命
ぷ
〉
③
⑨
⑩
ふ
〉
③
必
V
伽ぷ
V
rゆ
ぷ
。

教
育
委
員
長
あ
い
さ
つ

矢

野

清

盛

河
辺
村
立
河
辺
小
学
校
が
此
の

度
立
派
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
事

は
誠
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

と
れ
も
偏
に
田
、
県
関
係
機
関
の

~視聴覚教室(右はスタジオ)~

事
憲
章
容
主
〉
意
ペ
事
業
章
容
参
事
業
憲
章
憲
章
毒
事
事
意
志
〆
/
事
実
〈
事
事
窓
会
⑥
憲
容
金
一
会
vbv章、、事

新

し

い

仲

間

六

年

長

岡

誠

光

ペ
ン
キ
の
に
お
い
の
教
室
。

新
し
い
仲
間
た
ち
。

凹
月
か
ら
、
統
合
小
学
校
と
な

り
新
し
い
学
校
で
勉
強
す
る
こ

御
指
導
御
援
助
、
並
び
に
村
民
各

位
の
温
か
凶
御
支
援
御
協
力
の
賜

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
衷
心
よ
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
初
等
教
育
は
、
来

る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
創

造
性
嘆
か
な
心
を
育
て
、
還
し
く

生
き
る
人
間
の
育
成
、
個
性
重
課

の
教
育
の
充
実
に
心
掛
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
意
味
に
拾
て
、
本
統
合
小

学
校
の
開
校
は
誠
に
意
義
の
深
い

も
の
が
あ
り
、
よ
り
充
実
し
た
教

育
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ

~教室の前のワークスペース~

り
ま
す
。

新
生
統
合
河
辺
小
学
校
児
童
の

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
各
校
に
訟

で
体
験
さ
れ
た
相
互
の
友
情
に
信

頼
の
輪
を
拡
げ
な
が
ら
、
新
し
い

校
風
を
築
い
て
い
い
か
れ
る
事
を
心

か
ら
念
願
い
た
し
ま
す
。

終
り
に
保
護
者
並
び
に
村
民
の

皆
様
方
に
、
今
後
共
統
合
河
辺
小

学
校
を
温
か
く
見
守
っ
て
戴
く
と

共
に
、
よ
り
一
一
層
の
御
指
導
御
支

援
を
賜
り
ま
す
様
御
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

~多目的ホール(ランチルーム)~

そ
の
日
か
ら
、
パ
ス
通
学
に
な

り
新
し
い
大
勢
の
仲
間
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
勉
強
し

売
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ぽ
く

た
ち
六
年
は
十
六
人
に
な
っ
た
。

初
め
は
、
ま
だ
コ
一
階
の
教
室
が

出
来
て
な
く
て
心
閉
し
た
け
ど
、

今
は
新
し
い
教
室
で
が
ん
ば
っ
て

勉
強
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
元
北

平
小
学
校
の
友
達
と
も
力
を
合
わ

せ
て
明
る
い
学
年
を
作
っ
て
い
る
。

学
校
も
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
整
備

さ
れ
て
す
ば
ら
し
い
学
校
に
な
っ

て
い
く
と
思
う
。

学
校
が
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な

よ
う
に
、
み
ん
な
と
協
力
し
て
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
。

と
に
な
っ
た
。
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合
年
度
の

fえ

公
民
館
活
動
は

J
め
な
た
が
主

役
で
す
4

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

女
活
動
方
針

村
の
社
会
教
育
基
本
方
針
に
も

と
づ
き
、
公
民
館
を
拠
点
に
分
館
、

自
治
公
民
館
、
諸
国
体
と
の
連
携

を
深
め
、
住
民
の
自
発
的
な
学
習

や
活
動
を
う
な
が
し
て
、
地
域
の

生
活
課
題
解
決
を
め
ざ
し
、
心
ゆ

た
か
な
郷
土
愛
を
育
て
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
と
め
る
。

わカ瓦

女
主
な
と
り
く
み

て
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
る

活
動
を
推
進

※
花
い
っ
ぱ
い
運
動

※
文
化
財
め
ぐ
り

※
護
業
文
化
祭

※
ふ
る
さ
と
祭
り

二
、
分
館
活
動
、
社
会
教
育
関
係

団
体
の
活
性
化
を
推
進

※
地
域
づ
く
り
座
談
会

※
惜
し
代
間
の
交
流
会

三
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
健
康
で
心

の
か
よ
う
人
づ
く
り
を
推
進

※
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

四
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進

平成 2年 4月25日(5) 

。
青
少
年
対
象

青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る

た
め
社
会
教
育
活
動
へ
の
参
加
を

う
な
が
し
、
子
ど
も
会
や
青
年
団

体
の
リ
ー
ダ
ー
要
請
を
め
ざ
し
た

活
動
を
推
進
す
る
。

例
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

相
手
ど
も
会
活
動

例
文
化
財
め
ぐ
り

伺
青
年
教
室

同
世
代
聞
の
交
流
会

川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

。
婦
人
対
象

婦
人
の
主
体
性
を
高
め
る
学
習

活
動
を
通
じ
て
、
婦
人
の
リ
ー
ダ
ー

養
成
を
は
か
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
活
動

を
推
進
す
る
。

開
幼
児
家
庭
教
育
講
座

川
婦
人
学
級

制
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

帥
世
代
間
の
交
流
会

同
花
い
っ
ぱ
い
運
動

。
成
人
、
高
齢
者
対
象

分
館
お
よ
び
自
治
公
民
館
単
位

に
よ
る
活
動
を
通
じ
、
積
極
的
に

学
習
へ
の
参
加
を
う
な
が
し
、
地

域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
生
き

が
い
を
高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
。

的
分
館
活
動
、
諸
集
会
活
動

川
費
護
班
活
動

例
ク
ロ
ッ
ケ
l
、ゲ
l
ト
ボ

i
ル
大
会

伺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

同
世
代
聞
の
交
流
会

同
花
い
っ
ぱ
い
運
動

。
文
化
活
動

郷
土
の
陪
史
や
文
化
の
う
つ
り

か
わ
り
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

自
主
的
な
文
化
活
動
を
育
成
助
長

し
、
う
る
お
い
の
あ
る
新
し
い
文

化
の
創
造
に
つ
と
め
る
。

相
館
報
の
発
行

川
県
立
図
書
鱈
移
動
文
庫
(
い
よ

じ
号
)
の
滑
用

例
文
化
財
め
ぐ
り

判
文
化
講
演
会
の
開
催

制
ふ
る
さ
と
祭
り

倒
産
業
文
化
祭

伺
文
化
グ
ル
ー
プ
の
育
成

例
民
俗
資
料
の
収
集

例
人
材
パ
ン
ク
の
活
用

仲
視
聴
覚
機
器
の
活
用

。
同
和
教
育

国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題

を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
学
校
、

家
庭
、
社
会
の
連
携
を
密
に
し
た

学
習
活
動
を
通
じ
て
、
す
べ
て
の

村
民
が
取
り
く
む
同
和
教
育
を
推

進
す
る
。

例
学
級
、
講
座
に
よ
る
学
習

ω校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

制
地
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

伺
調
査
活
動

。
社
会
体
育

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
日
常
化
を
進
め
て
、
地
域
の

連
携
意
識
、
つ
く
り
と
健
康
づ
く
り

に
つ
と
め
る
。

同
ク
ロ
ツ
ケ

l
大

会

五

月

川
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
六
月

例
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
大
会
七
月

判
県
民
体
育
祭
郡
大
会
九
月

岡
県
民
体
育
祭
管
内
大
会
十
月

同
第
諸
問
村
民
運
動
会
十
月

何

卓

球

大

会

十

一

月

例
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
ト
」
月

例
第
5
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

十
二
月

帥
指
導
者
要
請
講
宵
会
参
加
随
時

※
五
つ
の
呼
び
か
け

て
あ
い
さ
つ
を
か
わ
そ
う

(
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
に
で
も
)

一
一
、
時
間
を
守
ろ
う

(
決
め
ら
れ
た
時
間
の
厳
守
)

玉
、
も
の
を
大
切
に
し
よ
う

(
生
活
の
む
だ
・
む
り
・
み
え

を
な
く
し
て
)

回
、
地
域
を
美
し
く
し
よ
う

(
美
し
い
花
の
咲
く
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
)

五
、
ス
ポ
ー
ツ
に
す
す
ん
で
参
加

E

し
ト
品
、
っ

(
健
康
づ
く
り
は
み
ず
か
ら
の

手
で
)

す
す
ま

A

窓口卯ouhvo
号
室
ゆ
る
丹
羽
戸
4
0ハO
V
A
o
E
Y

一般一一お一附知一一部局一肌量的戦

ミ一「久、
v
t甲
mvm叫
mbJmbJ清
川
L〕

L
U
r
-
(
じ

将

。
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
会
員
を

募

集

中

。

今
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
は
大
変
普

及
し
、
村
内
で
も
多
く
の
愛
用
者

が
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
公
民
館
で
、
編
集
機

一
式
を
購
入
す
る
機
会
に
「
ク
ラ

プ
結
成
」
を
行
い
、
撮
影
方
法
や

編
集
の
仕
庁
な
ど
、
会
員
同
志
の

技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
を
交
換
し
な
が
ら
、

親
睦
も
深
め
合
う
場
づ
く
り
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

。
か
わ
ベ
父
母
の
教
室
。

開

設

四
歳

i
五
歳
児
を
も

っ
父
母

七
月

1
二一月

六
回
開
設

河
辺
村
公
民
館

o 
対

象

。
期

間

。

主

催

。
学
習
内
容

一
回
開
講
式

幼
児
の
病
気
と
手
当

二
回
文
化
財
め
ぐ
り

一
二
回
家
庭
内
の
同
和
教
育

四
国
手
芸
教
室

五
回
幼
児
の
歯
を
守
る

六
回
子
育
て
は
親
育
て

閉
講
式

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



…
&
る
さ
と
生
活
一
館
完
成
…

(6) 平成 2年 4月25日

イ
キ
イ
キ
体
験
し
マ
み
ま
せ
ん
か
グ

河
辺
村
で
は
、
ふ
れ
あ
い
の
里

づ
く
り
事
業
で
、
大
字
三
嶋
ふ
る

さ
と
の
宿
対
岸
に
か
ふ
る
さ
と
生

活
館
4

を
建
設
し
ま
し
た
。

こ
の
ふ
る
さ
と
生
活
館
は

一
階
に
は
、
農
産
物
加
工
室
(
め

ん
類
)
(
菓
子
類
)
・
特
産
開
発

研
究
室
を
。

二
階
は
、
創
作
研
修
室
・
共
同
学

習
室
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
施
設
に
は
、
製
粉

機
・
製
麺
機
・
ミ
キ
サ
ー
・
包
装

J丈わ1;:瓦

1日

第 87号

~ふるさと生活館平面図(上図:1階・下図:2階)'"

機
・
蒸
気
回
転
釜
・
急
速
冷
凍
庫

な
ど
あ
ら
ゆ
る
備
品
を
備
え
つ
げ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
施
設
を
皆
さ
ん
の
体
験
学

習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
下
さ
い
。

ふ
き
、
う
ど
、
た
け
の
こ
、
わ

さ
び
、
わ
ら
び
、
ぜ
ん
ま
い
等
山

の
幸
を
生
か
し
て
食
卓
を
飾
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

手
う
ち
う
ど
ん
、
手
う
ち
そ
ば
、

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
な
ど
缶
統
技

プロパ/ガスボンベ置場

男子便所女子置所

~一一ー一消火器

@ 

術
を
習
得
し
て
子
供
に
伝
え
ま
せ

ん
か
。そ

ぱ
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
使
っ

た
へ
ル
シ
l
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
や

ま
ん
じ
ゅ
う
、
さ
く
ら
も
ち
、
洋

菓
子
な
ど
、
お
母
さ
ん
の
手
づ
く

り
の
味
を
研
究
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
9

ふ
る
さ
と
生
活
館
4

を

ふ
る
に
活
用
し
て
河
辺
の
よ
さ
、

手
づ
く
り
の
よ
さ
を
地
域
に
広
げ

ま
し
ょ
う
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地

域
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

支』い。
農
畜
産
物

処
理
加
工
施
設
も
完
成

⑧ 

こ
の
施
設
は
、
ふ
る
さ
と
特
産

品
か
キ
ジ
の
爆
製
e

に
取
り
組
む

施
設
で
す
。

キ
ジ
は
、
古
く
か
ら
珍
重
さ
れ
、

最
高
の
美
味
と
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
キ
ジ
を
産
卵
か
ら
鮮
化
と
一

貫
し
て
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
成

し
、
す
き
焼
、
キ
ジ
鍋
材
料
と
し

て
売
り
出
す
と
と
も
に
、
桜
の
木

な
ど
の
煙
で
爆
製
し
無
添
加
食
品

「
キ
ジ
の
爆
製
」
を
ふ
る
さ
と
特

産
品
に
と
取
組
み
ま
す
。
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春

ω全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

四
月
六
日

1
十
五
日
の
十
日
間
行
平
成
二
年
度
の
年
聞
を
通
じ
て

な

わ

れ

ま

し

た

。

の

重

点

目

標

は

、

運

動

の

重

点

目

標

は

、

一

、

子

供

と

高

齢

者

の

交

通

事

故

て

子

供

と

高

齢

者

の

歩

行

中

、

防

止

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
二
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

止

王

、

飲

酒

・

暴

走

・

過

労

運

転

の

二
、
若
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の
追
放

防

止

四

、

道

路

交

通

量

規

の

点

検

整

備

三
、
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

i
ト

の

推

進

ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
五
、
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

i
ト

の

徹

底

ベ

ル

卜

・

ヘ

ル

メ

ッ

ト

の

着

用

と

な

コ

て

い

ま

し

た

。

の

徹

底

村
で
は
、
と
の
重
点
目
標
に
沿
っ
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
運
転
者
向
け

て
、
交
通
茶
屋
、
中
学
校
に
お
い
と
し
て
、

て
交
通
安
全
教
室
を
行
な
い
、
交

1
安
全
は
、
だ
せ
る
ス
ピ
ー
ド

出
さ
な
い
勇
気

1

歩
行
者
向
け
と
し
て
、

ー
危
な
い
と
雷
う
よ
り

親
が
ま
ず
見
本
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
る
よ
う
に
、

親
が
手
本
を
示
し
、
子
供
の
時
か

ら
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
深
く
理

解
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
機
会
が
あ
る
ご
と

に
、
家
庭
で
話
題
に
す
る
こ
と
は
、
大

変
重
要
な
と
と
で
は
な
い
で
し
ょ
〉
っ
か
。

運
転
者
も
歩
行
者
も
交
通
ル
ー

ル
を
厳
守
し
、
交
通
安
全
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
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簡

易

保

険

積
立
金
融
資
事
業

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
は
国
営

の
生
命
保
険
、
個
人
年
金
と
し
て

皆
様
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
て
い

ま
す
。こ

の
保
険
料
、
掛
金
は
郵
政
省

が
管
理
運
用
を
行
い
、
加
入
者
の

利
益
と
な
る
よ
う
…
融
資
さ
れ
て
い

ま
す
。本

村
に
お
い
て
も
、
平
成
元
年

度
辺
地
対
策
事
業
山
千
八
百
五
十

万
円
、
過
疎
対
策
事
業
一
億
七
千

百
七
十
万
円
が
還
元
融
資
さ
れ
、

豊
か
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
資

金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

産縫事護軍i菱自
自
分
で
作
ろ
う

自
分
の
健
康

~三久保簡易給水施設~

今
年
も
成
人
病
検
診

の
時
期
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
検
挙
内
容
も
充

実
し
、
よ
り
く
わ
し
く

体
の
調
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
「
近
く
で
受

付
ら
れ
る
か
ら
、
毎
年
受
付
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
、
皆

さ
ん
の
声
に
さ
さ
え
ら
れ
、
今
年

も
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
り
き
っ
て
準

備
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
最
寄
り
の
集
会
所
ま
で
お
越

し
下
さ
い
。

ま
た
、
平
成
元
年
度
の
検
診
成

績
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、

O
あ
な
た
は
本
当
に
健
康
で
す
か
?

全
く
健
康
と
い
わ
れ
た
人
は
全

体
の
三
O
%
で
し
た
。
也
の
七
O
%

の
人
は
な
ん
ら
か
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
か
、
こ
れ
か
ら
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
人
た
ち
で
す
。

「
自
分
で
は
、
ど
こ
っ
ち
ゃ
悪
い

と
思
わ
ん
の
や
が
。
」
と
首
を
か
し

げ
る
人
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
で
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
み

つ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
れ

か
ら
の
生
活
し
だ
い
で
病
気
に
な

ら
ず
に
す
む
と
い
ろ
こ
と
で
す
か

ら
成
人
病
を
寄
せ
つ
け
な
い
た
め

の
生
活
改
善
の
一
助
と
し
て
ご
活

用
ド
さ
い
。

O
依
然
多
い
高
血
圧

検
診
を
う
け
た
人
の
二
一
会
・
五
%

が
高
血
圧
で
し
た
。
大
洲
保
健
所

管
内
の
平
均
が
二
二
一
・
九
%
で
す

か
ら
、
河
辺
村
は
高
血
圧
の
人
が

多
い
と
い
う
こ
と
、
が
よ
く
わ
か
る

と
思
い
ま
す
。
血
圧
は
食
生
活
特

に
塩
分
の
取
り
す
ぎ
に
よ
り
高
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
話
を

聞
い
て
み
る
と
「
私
は
薄
味
に
し

て
い
ま
す
。
」
と
言
う
人
で
も
塩
サ

パ
が
好
き
で
よ
く
食
べ
て
い
た
り
、

つ
け
も
の
を
毎
回
食
べ
た
り
、
し
よ

う
ゆ
一
本
が
一
カ
月
も
た
ず
に
な

く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
気
持
ち

だ
け
で
実
際
に
は
ま
だ
ま
だ
薄
味

と
は
ほ
ど
と
お
い
威
川
じ
で
す
。

O
だ
ん
だ
ん
ふ
え
て
き
た
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

一
口
同
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
言
わ
れ

る
人
は
河
辺
村
の
男
性
で
九
・

一
二
%
、
女
性
で
ぺ
二
・
五
%
と
、

男
性
よ
り
も
女
性
が
随
分
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ゴ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
'
刑
胞
を
作
る
成
分
と
し
て
、

ま
た
ホ
ル
モ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン

D
な

ど
の
原
料
と
し
て
大
切
な
役
目
を

も
っ
て
い
ま
す
が
、
血
液
中
で
多

く
な
り
す
ぎ
る
と
動
脈
硬
也
を
お

こ
し
心
筋
梗
塞
の
も
と
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
善
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
ふ
え
る
よ
う
魚
特
に
イ
ワ
シ
・

サ
パ
な
ど
の
青
魚
を
し
っ
か
り
食

べ
ま
し
ょ
う
。
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H

印
鑑
を
登
録
M

さ
れ
る
み
な
さ
ん
ヘ

J丈

①
印
鑑
の
登
録
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
印
鑑
を
自
ら
持
参
し

書
面
で
登
録
の
申
請
を
し
て
下

さ
い
。
こ
の
場
合
、
本
村
に
お

い
て
す
で
に
印
鑑
登
録
を
受
け

て
い
る
者
に
よ
り
登
録
申
請
者

が
本
人
に
相
違
な
い
こ
と
を
保

証
さ
れ
た
書
面
(
登
録
さ
れ
た

実
印
)
又
は
、
官
公
署
の
発
行

し
た
免
許
証
、
許
可
証
若
し
く

は
身
分
証
明
書
で
あ

っ
て
本
人

の
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
が
必

要
で
す
。
(
保
証
さ
れ
た
書
面
は
、

住
民
課
に
あ
り
ま
す
。
)

わ力、

平
成
元
年
四
月
か
ら
平
成
二
年

三
月
ま
で
に
、
河
辺
村
社
会
福
祉

協
議
会
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
対
し
「
香

典
返
し
に
か
え
て
」
と
次
の
方
々

か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

山
田
フ
ミ
エ
、
宮
岡
末
光
、
岡
崎

慶
麿
目
、
大
見
明
、
松
岡
タ
カ
子
、

土
居
満
雄
、
大
久
保
末
広
、
新
田

清
、
本
竜
賢
宗
(
お
見
舞
返
し
)

寄
付
金
額
三
四

O
、

0
0
0円

各
位
の
ご
芳
志
に
対
し
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
支
出
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(
三
月
末
現
在
)

支
出
金
額
三
一
九
、
五

O
O円

現
在
残
高

自由自由自

て

九
七
九
、
八

O
O円

有
難
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。

j
i
l
l
「
豆
プ
i
i
i
i
ヘ次
J
i
i

I

l

l
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1

1

1

』
メ
」

1
1
1
1
f
回
目
」

i
i
i
i
i
i
i
i
J

運

命

と

言

う

に

は

悲

し

六

十

八

才

一

亡

き

弟

は

七

回

思

な

り

大

西

ミ

ツ

マ

一

し

と

し

と

と

木

の

芽

お

こ

し

に

散

る

桜

…

風

を

う

ら

み

て

晴

れ

の

日

を

待

つ

関

井

恵

美

子

一

退

院

せ

し

嫁

を

囲

み

て

夕

食

は

…

祭
り
の
に
北
し

'も
孫
ら
は

し

ゃ

ぎ

て

上

林

ヨ

シ

子

…

嘆

き

つ

つ

か

ん

娘

が

蕨

叶

折

り

し

日

を

一

こ

の

野

に

来

れ

ば

又

思

う

な

り

戸

田

薫

明

…

寝

つ

か

れ

ぬ

夜

半

に

お

ぼ

ろ

の

月

明

り

一

谷
の
瀬
音
も
高
く
耳
う

つ

久

保
ミ
ヤ
子
…

一

妻

病

み

て

厨

に

備

う

調

理

器

具

の

…

…

操

作

覚

え

ぬ

こ

の

齢

に

し

て

佐

伯

範

男

…

f
i
i
i
j
j
i
j
j
j
j
j
j
j
j
j
i--
i
i
i
j
i
j
jぃ

* 植 お
誕

松 生
おーーー

藤 め ' 、

Fで至自
平 き
の つ
父

貴
浩

消
息

2
、1
・u

2
、
4
・
叩

守
ら
れ
て
い
ま
す
か

人

権

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
は
、

六
月
一
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と

し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
層
の
人

権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

河
辺
村
に
は
、
河
辺
村
長
か
ら

推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り

ま
す
。

※

大

久

保

末

広

(

栄

)

※

篠

原

福

衛

(
下
大
成
)

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ

え」い。

②
登
録
申
請
者
が
、
疾
病
そ
の

3

他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
吋

j
i
3
3
3
1
3
3
3
1
3
1
3
1
3
3
3
1
1
1
1
1
1
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
i
ヰ

自
ら
持
参
し
て
申
請
す
る
こ
と
…

…

U
1
3
2合
販
路
d
却

実

現

す

る

た

め

に

、

子

供

の

教

育

を

つ

く

る

」

こ

と

を

外

へ

押

し

一

カ
で
き
な
い
と
き
は
、
委
任
の
ご

E
4
5込
書
-摂
津
H
p
u
rl

に
は
異
常
な
ま
で
の
努
力
を
傾
け
や
り
、
も
っ
ぱ
ら
、
テ
ス
ト
中
時

旨
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
代
…

家
庭
の
同
和
教
育
剖

て
い
ま
す
。

そ
の
異
常
さ
が
、
今
、
心
の
成
績
主
義
に
走
り
す
ぎ
て
…

理

人

に

よ

り

申

請

が

で

き

ま

す

。

∞

(

社

会

で

問

題

に

な

っ
て
い
ま
す
。

い

る

か

ら

で

す

。

聞

こ
の
場
合
郵
送
に
よ
り
本
人
に
…
子
供
に
は
、
こ
れ
か

ら

先

の

こ

の

実

態

を

あ

る

人

は

「

教

育

教

育

は

本

来

人

に

「

生

き

る

…

照
会
し
、
期
間
内
に
回
答
書
の
一
長
い
人
生
を
ひ
と
か
ど
の
人
間
で
は
な
く
て
、
狂
育
だ
」
と
い
い
、
力
を
与
え
、
人
聞
を
幸
せ
に
す
一

提
出
が
必
要
で
す
よ
委
任
の
旨
一
と
し
て
、
自
分
よ
り
は
幸
せ
に
ま
た
「
教
が
あ

っ
て
、
育
が
な
い
」
る
た
め
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
一

を
証
す
る
書
面
は
、
住
民
課
に
町
歩
ん
で
ほ
し
い
と
、
こ
う
願
う
と
も
い
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り

、

を

も

う

一
度
、
考
え
直
し
て
み
凶

あ

り

ま

す

。

)

一

の

が

親

心

で

す

。

今

の

家

庭

教

育

は

、

本

来

家

庭

が

た

い

も

の

で

す

。

一

そ
の
他
く
わ
し
い
事
は
、
住
民
一
親
の
中
に
は
、
こ
の
願
い
を
果
た
さ
ね
ば
な

ら
な
い
「
人
間

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

…

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
十

2
3
3
3
3
3
3
3
3
1
3
3
1
1
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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第 87号

会
末
な
が
く
お
幸
せ
に

「

内

子

町

今

回

祥

介

「
川

上

五

頭

三
津
江

食
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

川

上

松

尾

岩

男

打

歳

川

崎

谷

本

唯

義

的

歳

横

山

中

細

井

浦

打

歳

横

山

新

田

喜

三

郎

但

歳

橡

谷

上

西

正

綱

η
歳

戸
三
一
2
5
L
d
三
「
」
戸
豆
一
一
」
去
三
C
戸」

gA肩
}
集
o
d
麦
〈
記
υ
8

32J-三
3
3雪や「
ィミ
委
J
2
.司
JS

今
年
度
か
ら
館
報
が
少
し
か
わ

り
、
発
行
も
年
四
回
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
か
ら
の
原
稿
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
公
民
館
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。


